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は
じ
め
に

　
２
０
１
７
年
３
月
30
日
に
顧
客
本

位
の
業
務
運
営
に
関
す
る
原
則
（
以

下
、「
顧
客
本
位
の
原
則
」
と
い
う
）

が
策
定
さ
れ
て
か
ら
６
年
余
り
が
経

過
し
た
。
そ
の
間
、
顧
客
本
位
の
原

則
に
基
づ
く
取
組
方
針
を
公
表
し
た

金
融
事
業
者
の
リ
ス
ト
の
公
表
、
２

０
２
１
年
１
月
15
日
に
お
け
る
顧
客

本
位
の
原
則
の
改
訂
版
の
公
表
、
顧

客
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
く
簡
潔
な

情
報
提
供
を
行
い
や
す
く
す
る
趣
旨

で
導
入
さ
れ
た「
重
要
情
報
シ
ー
ト
」

の
活
用
な
ど
、金
融
事
業
者
に
よ
る
、

よ
り
実
質
的
な
顧
客
本
位
の
業
務
運

営
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
・
検
討

が
継
続
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ

し
て
、２
０
２
２
年
12
月
９
日
に
は
、

金
融
審
議
会
市
場
制
度
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
に
設
置
さ
れ
た
顧
客

本
位
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
以
下
、「
本

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」と
い
う
）に
よ
っ

て
、
経
済
成
長
の
成
果
の
家
計
へ
の

還
元
を
促
進
し
、
安
定
的
な
資
産
形

成
の
実
現
に
向
け
て
、
利
用
者
の
利

便
向
上
と
そ
の
保
護
の
た
め
の
、
顧

客
本
位
の
業
務
運
営
、
金
融
経
済
教

育
等
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
を
取
り

ま
と
め
た
中
間
報
告
（
以
下
、「
中

間
報
告
」と
い
う
）が
公
表
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
中
間
報
告
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、２
０
２
３
年
３
月
14
日
に「
金

融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」（
以
下
、「
本
法
案
」
と

い
う
）
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。

　
本
稿
で
は
、
中
間
報
告
お
よ
び
本

法
案
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
今
後

の
金
融
事
業
者
の
業
務
運
営
に
関
す

る
留
意
点
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た

い
。
な
お
、
本
稿
の
意
見
に
わ
た
る

部
分
は
筆
者
ら
の
私
見
で
あ
る
こ
と

を
念
の
た
め
付
言
す
る
。

一 

　
顧
客
本
位
の
原
則
の
公
表

か
ら
中
間
報
告
ま
で
の
経
緯

１
　
顧
客
本
位
の
原
則
と
は

　
顧
客
本
位
の
原
則
は
、
金
融
事
業

者
が
、
自
ら
主
体
的
に
創
意
工
夫
を

発
揮
し
、
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
目
指
し
て
顧
客
本
位
の
良
質
な
金

融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
競
い

合
い
、
よ
り
良
い
取
組
み
を
行
う
金

融
事
業
者
が
顧
客
か
ら
選
択
さ
れ
て

い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
実
現
を
目
指
し

て
、
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
で
は
な
く
プ
リ

ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

用
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
金
融
審
議

会
市
場
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
報
告
を
受
け
て
策
定
さ
れ
た
顧

客
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す
る
基
本

原
則
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
図
表
１

記
載
の
７
つ
の
原
則
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

２ 

　
顧
客
本
位
の
原
則
の
公
表

後
の
金
融
事
業
者
の
取
組
み

に
対
す
る
評
価
と
中
間
報
告

の
公
表

　
顧
客
本
位
の
原
則
が
２
０
１
７
年

に
策
定
さ
れ
て
以
降
、
多
く
の
金
融

事
業
者
に
お
い
て
同
原
則
が
採
択
さ

れ
、
顧
客
本
位
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
一
定

顧
客
の
最
善
の
利
益
を
勘
案
し
た
業
務
運
営
（
上
）

―
―
金
融
審
議
会
市
場
制
度
Ｗ
Ｇ
顧
客
本
位
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

中
間
報
告
・
金
商
法
等
改
正
法
案
を
踏
ま
え
て

シ
テ
ィ
ユ
ー
ワ
法
律
事
務
所 

弁
護
士
　
齋
藤 

　
崇
・
伊
藤 

　
翼
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一   

開
会
挨
拶
・
報
告

者
紹
介

御
園　
一
昨
年
か
ら
地
域
活
性
学
会

の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
御
園
で

す
。
私
が
会
長
に
就
任
し
て
最
初
に

申
し
上
げ
た
の
は
、「
顔
の
見
え
る

学
会
に
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
は
、「
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
、

ど
ん
な
人
が
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
」
を
会
員
同
士
が

お
互
い
に
知
り
、
意
見
交
換
を
す
る

中
で
、
知
的
な
刺
激
を
も
ら
っ
て
、

自
分
の
活
動
や
研
究
に
役
立
て
て
も

ら
い
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
学
会
の
中
で
も
わ

か
り
や
す
い
場
が
、
こ
の
金
融
部
会

を
始
め
と
し
た
研
究
部
会
で
す
。
特

に
、
金
融
部
会
は
、
多
く
の
方
が
参

加
さ
れ
、
活
発
に
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
地
域
の
経
済
主
体
を
支
え
る

地
域
金
融
機
関
に
期
待
さ
れ
る
役
割

は
大
き
い
で
す
。
本
日
は
、
黒
木
さ

ん
の
お
話
を
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
う

え
で
、
皆
さ
ん
に
活
発
な
意
見
交
換

を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

山
口　
私
が
初
め
て
黒
木
さ
ん
を
訪

ね
た
日
の
こ
と
で
す
。
飛
騨
信
用
組

合
の
本
部
オ
フ
ィ
ス
は
、
と
て
も
モ

ダ
ン
な
建
物
で
し
た
。
そ
の
建
物
の

中
に
あ
っ
て
、
本
部
は
、
部
署
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
に

配
慮
し
、
敷
居
の
な
い
ワ
ン
フ
ロ
ア

に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

本
部
フ
ロ
ア
を
み
て
、
空
き
席
が
多

く
、
人
が
少
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
す
る
と
、黒
木
さ
ん
が「
今

日
は
社
員
旅
行
で
人
が
少
な
い
で

す
」
と
言
い
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
私
が
訪
ね
た
の
は
平
日
の

昼
間
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
営
業
時
間

中
に
社
員
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
金

融
機
関
な
ど
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
た
一
部
の
職
員
が
旅

行
に
出
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で

●
開
会
挨
拶

　
御
園 

愼
一
郎

　（
地
域
活
性
学
会
会
長
）

●
報
告
者

　
黒
木 

正
人

　（ 

黒
木
正
人
行
政
書
士
事
務
所 

所

長
、前 

飛
騨
信
用
組
合
理
事
長
）

●
総
括
コ
メ
ン
テ
ー
タ

　
小
野 

浩
幸

　（ 

地
域
活
性
学
会
金
融
部
会
部

会
長
、
山
形
大
学
教
授
）

●
コ
メ
ン
テ
ー
タ

　
日
下 

智
晴

　（ 

地
域
活
性
学
会
金
融
部
会
副

部
会
長
、
日
下
企
業
経
営
相

談
所 

代
表
）

●
司
　
会

　
山
口 

省
藏

　（ 

地
域
活
性
学
会
金
融
部
会
副

部
会
長
、
金
融
経
営
研
究
所 

所
長
）

※ 

２
０
２
３
年
３
月
２
日
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

●御園 愼一郎　氏

御
園
御
園  

愼
一
郎
、
黒
木

愼
一
郎
、
黒
木  

正
人
、
小
野

正
人
、
小
野  

浩
幸
、
日
下

浩
幸
、
日
下  

智
晴
、
山
口

智
晴
、
山
口  

省
藏
省
藏

地
域
活
性
学
会
金
融
部
会
第

地
域
活
性
学
会
金
融
部
会
第
1313
回
研
究
会

回
研
究
会

地
域
金
融
と
変
革
の
課
題

地
域
金
融
と
変
革
の
課
題

レポート
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こ
こ
か
ら
は
、
上
（
本
誌
前
号
４

頁
）で
整
理
し
た
、「
基
本
的
考
え
方
」

の
普
及・浸
透
へ
の
課
題
に
つ
い
て
、

そ
の
解
決
策
の
実
務
へ
の
当
て
は
め

を
試
み
る
。「
実
務
へ
の
当
て
は
め
」

に
は
保
証
債
務
整
理
手
続
の
具
体
的

運
用
方
法
の
改
善
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
主
債
務
の
整
理
方
法
の
工

夫
も
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
号

で
は
保
証
債
務
整
理
手
続
と
主
債
務

整
理
手
続
へ
の
提
言
に
分
け
て
、
実

務
へ
の
当
て
は
め
を
模
索
す
る
。

一 

　
保
証
債
務
整
理
手
続

へ
の
提
言

　
経
営
者
保
証
Ｇ
Ｌ
の
目
的
は
、「
保

証
人
を
破
産
さ
せ
な
い
」
こ
と
で
は

な
く
、「
保
証
人
の
再
起
を
支
援
す

る
」
こ
と
で
あ
り
（
注
１
）、「
保
証

人
を
破
産
さ
せ
な
い
」
こ
と
は
、「
保

証
人
の
再
起
を
支
援
す
る
」
た
め
の

手
段
の
１
つ
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、

保
証
は
「
人
的
保
全
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
主
債
務
者
か
ら
の
回
収
を

補
完
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
保
証
債

務
整
理
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る

「
経
済
合
理
性
」
は
、
主
債
務
の
整

理
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
と

は
異
な
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
経
営
者
保
証
Ｇ
Ｌ
に
お
け

る
経
済
合
理
性
の
中
核
た
る
「
回
収

見
込
額
の
増
加
額
（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
）」
は
、「
破
産
手
続
に
よ
る
配
当

よ
り
も
多
く
の
回
収
を
得
ら
れ
る
見

込
み
」
と
同
旨
で
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
経
営
者
保
証
Ｇ
Ｌ
７
項
⑴
ハ
）

は
、「
破
産
手
続
に
よ
る
配
当
よ
り

も
多
く
の
回
収
を
得
ら
れ
る
見
込
み

が
あ
る
〝
な
ど
〞、
対
象
債
権
者
に

と
っ
て
も
経
済
合
理
性
が
期
待
で
き

る
こ
と
」と
し
て
、「
破
産
手
続
に
よ

る
配
当
よ
り
も
多
く
の
回
収
を
得
ら

れ
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
」
は
、「
対

象
債
権
者
に
と
っ
て
も
経
済
合
理
性

が
期
待
で
き
る
こ
と
」
の
〝
例
示
〞

に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
、
多
く
の
事
案

で
耳
に
す
る
「
保
証
人
に
破
産
を
回

避
さ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
が

破
産
よ
り
多
く
回
収
で
き
る
の
は
当

た
り
前
」
と
い
う
銀
行
の
主
張
は
失

当
と
な
る
。
さ
ら
に
、
経
営
者
保
証

Ｇ
Ｌ
の
入
口
部
分
で
「
慣
行
と
し
て

の
保
証
徴
求
」
を
排
除
し
て
い
る
以

上
、
出
口
部
分
も
平
仄
を
合
わ
せ
、

「
慣
行
と
し
て
の
保
証
人
追
及
」
を

排
除
す
べき
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
以
下
、
基

本
的
考
え
方
を
普
及
・
浸
透
さ
せ
る

た
め
の
保
証
債
務
整
理
の
あ
り
方
を

提
言
す
る
。

１ 　
保
証
人
預
金
の
取
扱
い

　
主
債
務
者
廃
業
事
案
の
場
合
、
保

証
人
預
金
の
取
扱
い
が
保
証
人
の
再

起
の
成
否
を
決
す
る
こ
と
が
多
く
、

手
続
き
の
円
滑
な
遂
行
の
た
め
に

も
、
金
融
機
関
の
対
応
方
法
を
標
準

化
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
経
営

者
保
証
Ｇ
Ｌ
の
趣
旨
に
鑑
み
、
破
産

法
34
条
３
項
１
号
や
経
営
者
保
証
Ｇ

Ｌ
Ｑ
＆
Ａ
７

－

23
に
か
か
わ
ら
ず
、

自
由
財
産
は「
99
万
円
相
当
の
資
産
」

と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
預
金
は
自
由

財
産
を
構
成
す
る
主
要
財
産
と
な
る

（
図
表
１
参
照
）。

「
廃
業
時
に
お
け
る『
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』の

「
廃
業
時
に
お
け
る『
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』の

基
本
的
考
え
方
」の
課
題
、
そ
の
実
務への
当
て
は
め
（
下
）

基
本
的
考
え
方
」の
課
題
、
そ
の
実
務への
当
て
は
め
（
下
）

北
海
道
銀
行

北
海
道
銀
行  

融
資
部

融
資
部  

上
席
融
資
役

上
席
融
資
役
　　
佐
々
木
佐
々
木  

宏
之
宏
之

今
月
の
解
説
②
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今 月 の 解 説 ③四 

　
銀
行
業
界
に
お
け

る
今
後
の
対
応

１　

本
改
正
案
を
踏
ま
え
た
対
応

　
前
号
（
本
誌
８
９
８
号
13
頁
）
三

に
お
い
て
前
述
し
た
本
改
正
案
の
多

く
は
、
こ
れ
ま
で
現
行
の
投
資
勧
誘

規
則
に
基
づ
い
て
態
勢
整
備
を
行
っ

て
き
た
銀
行
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て

は
、
関
係
各
部
で
の
改
正
内
容
に
応

じ
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
、
規

程
の
改
訂
、
態
勢
の
見
直
し
、
販
売

に
あ
た
っ
て
用
い
る
広
告
や
書
式
の

変
更
等
に
よ
り
対
応
可
能
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
対
応

に
あ
た
っ
て
留
意
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
事
項
を
検
討
す
る
。

⑴ 

　
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
適
切

な
関
与

　
本
改
正
案
に
お
け
る
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
関
与
に
つ
い
て
、
金
融

庁
は
、従
前
か
ら
、「
ど
の
よ
う
な
顧

客
を
対
象
に
ど
の
よ
う
な
説
明
を
す

れ
ば
真
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
販
売

と
な
る
の
か
、
経
営
レ
ベ
ル
に
お
い

て
議
論
す
べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
し

て
い
た
が（
注
３
）、現
状
で
は
、
合

理
的
根
拠
適
合
性
の
検
証
に
経
営

ト
ッ
プ
に
よ
る
関
与
の
有
無
、
そ
の

関
与
の
程
度
・
態
様
は
銀
行
に
よ
っ

て
区
々
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
金
融

庁
の
調
査
結
果
は
合
理
的
根
拠
適
合

性
の
検
証
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
金
融
商
品
の
導
入

に
関
し
、
頭
取
を
含
む
経
営
陣
が
想

定
顧
客
や
商
品
性
等
を
踏
ま
え
て
適

否
を
「
判
断
し
て
い
る
」
と
回
答
し

た
地
域
銀
行
は
８
割
強
と
な
っ
て
い

る
（
注
４
）。

　
合
理
的
根
拠
適
合
性
Ｇ
Ｌ
で
は
、

経
営
陣
の
関
与
が
必
要
な
場
面
を
例

示
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
金
融
機
関

に
対
し
て
一
律
に
経
営
陣
の
関
与
を

求
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、
顧
客
本

位
の
業
務
運
営
の
観
点
か
ら
は
、
少

な
く
と
も
リ
ス
ク
性
金
融
商
品
を

扱
っ
て
い
る
銀
行
に
お
い
て
、
販
売

勧
誘
態
勢
に
係
る
見
直
し
を
含
め
て

合
理
的
根
拠
適
合
性
の
検
証
に
経
営

ト
ッ
プ
が
関
与
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
金
融
庁
と
し
て
は
地
銀
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

リ
ス
ク
が
高
い
地
域
銀
行
に
は
さ
ら

な
る
報
告
徴
求
や
立
入
検
査
を
行
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
際
に
は
単

な
る
態
勢
の
見
直
し
や
規
程
の
見
直

し
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
営
ト
ッ
プ
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
関
与
を
行
っ

て
い
る
か
、
適
切
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
回

る
よ
う
に
態
勢
の
検
証
、
改
善
指
示

を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
、
問
題

と
な
り
得
る
。
そ
の
た
め
、
す
で
に

実
効
的
な
関
与
が
行
わ
れ
て
い
る
地

域
銀
行
に
お
い
て
も
そ
の
点
を
事
後

検
証
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

⑵ 

　
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
目
指

し
た
創
意
工
夫
の
発
揮
の
必
要
性

　
合
理
的
根
拠
適
合
性
Ｇ
Ｌ
お
よ
び

勧
誘
開
始
基
準
Ｇ
Ｌ
の
文
脈
に
お
け

る
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
は
ど

日
証
協
の
投
資
勧
誘
規
則
等
の
改
正
と

日
証
協
の
投
資
勧
誘
規
則
等
の
改
正
と

こ
れ
か
ら
の
仕
組
債
販
売
に
お
け
る
適
切
な
業
務
運
営
（
下
）

こ
れ
か
ら
の
仕
組
債
販
売
に
お
け
る
適
切
な
業
務
運
営
（
下
）
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中小企業における
事業承継の実務

第１回 事業承継についてまず知っておきたいこと第１回 事業承継についてまず知っておきたいこと
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一
　
は
じ
め
に

　
中
小
企
業
の
経
営
者
の
平
均
年
齢

が
60
歳
を
超
え
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。
会
社
員
で
い
え
ば
定
年
を
迎
え

る
年
齢
で
も
あ
り
、
自
分
自
身
の
働

き
方
や
経
営
す
る
会
社
の
行
く
末
を

多
く
の
経
営
者
が
考
え
て
い
る
状
況

に
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
も
あ
り
、

中
小
企
業
の
事
業
承
継
の
重
要
性
が

盛
ん
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
周

知
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

事
業
承
継
が
う
ま
く
進
ま
ず
、
廃
業

を
選
択
す
る
企
業
数
は
高
水
準
と

な
っ
て
い
る
。
金
融
機
関
に
と
っ
て

顧
客
企
業
が
廃
業
を
選
択
す
る
こ
と

は
、
取
引
先
が
減
少
す
る
こ
と
を
意

味
し
影
響
は
少
な
く
な
い
。

　
本
連
載
で
は
、
金
融
機
関
が
顧
客

で
あ
る
中
小
企
業
の
事
業
承
継
の
支

援
を
す
る
う
え
で
役
立
つ
知
識
を
、

実
務
に
携
わ
る
様
々
な
専
門
家
が
解

説
を
行
う
。
本
連
載
は
次
の
特
徴
が

あ
る
。

１　
実
務
目
線

　
事
業
承
継
に
必
要
と
な
る
知
識
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
情
報
が

溢
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。し
か
し
、

企
業
ご
と
に
特
有
の
事
情
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
実
務
の

現
場
で
は
個
別
的
な
対
応
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
連
載
で
は
、

机
上
の
学
問
の
解
説
と
い
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継

実
務
の
現
場
で
試
行
錯
誤
し
得
た
知

見
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
。
読
者
が
現
に
遭
遇
し
て
い
る
問

題
に
も
、
何
か
し
ら
の
ヒ
ン
ト
が
与

え
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

２　

 

人
材
育
成
・
組
織
作
り

に
つ
い
て
も
解
説

　
事
業
承
継
に
関
す
る
解
説
で
は
、

法
務
や
税
務
に
関
す
る
も
の
が
中
心

と
な
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
事

業
承
継
で
必
要
と
な
る
知
識
は
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
人
材
育
成
や
組
織

作
り
な
ど
の
取
組
み
も
必
要
と
な

る
。
本
連
載
で
は
事
業
承
継
の
た
め

に
必
要
と
な
る
人
材
課
題
へ
の
対
応

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
る
。

二 　
金
融
機
関
と
事
業

承
継

１　

 

金
融
機
関
が
事
業
承
継

支
援
に
取
り
組
む
意
義

　
す
で
に
多
く
の
金
融
機
関
で
中
小


